
平成16年度海面養殖高度化事業(付着物対策試験〉

吉田達・小坂善信・篠原由香・鹿内満春

養殖中のホタテガイや資材に付着生物が付着することにより、ホタテガイの成長が阻害されるほか、分

散や出荷時には作業効率が著しく低下する恐れがあることから、付着生物の生態等を調査・研究し、効率

的な付着防止方法を開発するものである。なお、調査対象は、近年、春先にパールネットへ大量付着して

作業効率を著しく阻害するため、漁業者からも要望が高いユーレイボヤとした。

なお、調査にあたって御協力いただいた蓬田村漁業研究会及び野辺地町水産研究会の方々に感謝申し上げ

る。

1 調 査 方法

(1 ) ユーレイポヤ付着量調査

ユーレイボヤの付着状況を把握するために、図 1に示した 9

地点(陸奥湾西湾の蟹田・奥内・蓬田・久栗坂・浦田、陸奥湾

東湾の東田沢・清水川・野辺地・川内)で平成16年3月下旬~

5月下旬に調査を実施した。調査はパールネットの上段、中段、

下段に付着しているユーレイボヤを採取して、段ごとに重量を

測定するとともに、漁業者から秋の分散時期、漁場水深、養殖

施設水深の聞き取りを行った。

(2) ユーレイボヤ浮遊幼生調査

:創造地点

図 1 ユーレイポヤ付着量調査
の実施場所

ユーレイボヤの浮遊幼生の出現状況を把握するために、図2に示した4地点(陸奥湾西湾の蓬田・

久栗坂、陸奥湾東湾の野辺地・川内)で平成16年 9 月中旬~11月中旬にかけて各地点 3~4 回調査を

実施した。調査は口径25cmの北原式定量ネット(目合XX13) ・ .....，...- 1ft.ー

を鉛直曳きし、 10%ホルマリンで固定した後、万能投影機を用

いて全長と個体数を測定し、海水1トン当りの出現数に換算し

た。

また、青森地方水産業改良普及所の上原子らが平成14年度に

平舘地区で調査した結果と、平成15~16年度に野辺地地区で調

査した結果を分析して、本事業による調査結果との比較を行つ

た。

なお、調査期間中の水温を把握するため、蓬田、野辺地、川

内地区は漁業者の養殖施設に自記式水温計(オンセットコン
:爾査地点

図2 ユーレイポヤ浮遊幼生調
ピュータ一社StowA wayTidbiT) を設置し 1時間間隔で水温 査、実証試験の実施場所

を記録した他、久栗坂地区は陸奥湾海況自動観測装置(青森ブイ)の水深15m層のデータを収集した。

(3) 実証試験

ホタテガイ稚員の秋の分散時期、垂下水深、パールネットの種類、ホタテガイの収容枚数の差異に

よるユーレイボヤの付着状況を把握するために、浮遊幼生調査を実施した 4地点(図 2)において、
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浮遊幼生調査と合わせて9月-11月にかけてパールネットを垂下した(図3)。

パールネットは3月7日-4月26日に回収し、上段、中段、下段に付着しているユーレイボヤを採

取して、段ごとに重量を測定するとともに、ホタテガイ50個体の殻長、全重量、軟体部重量を測定し

た。

パールネvト担入時期 → 9J1 10月 11周
人

，(-JI，ネットの種規 ~・ 膏初ト f 自初+ 青初ト 膏初ト 膏初ト 膏初ト{中古}1 青物ト

ホ聖子ガイの収容依D:- 158:/段 158:/段 158:/廠 15歓f段 308:11量 15抜/，量 158:/段

斡鋼

m
 

民日・土底-E・E・-EE--'

図3 実証試験における試験区の設定方法

2 結果と考察

(1 ) ユーレイポヤ付着量調査

ユーレイポヤ付着量を表1、図4に示した。

全く付着していないパールネットがある一方、東田沢の下段(1.085g)、蟹田の下段 (920g)の

ように 1kg近く付着しているパールネットもあった。また、各地域とも上段よりも下段の方が多く

付着する傾向が見られた。上、中、下段の平均値から 1連 (10段と仮定)の総付着量を推定したとこ

ろ、東田沢で5，943g、浦田で5.153g、蟹田で3，800g、野辺地で3，767gといずれもかなりの量のユー

レイポヤが付着していることが明らかになった。平成16年度春季養殖実態調査(パールネットの全湾

平均)では、この時期の半成員の 1個体当りの全重量は53.8g、収容枚数は18.3枚/段であることから、

l連 (10段)当りのホタテガイの全重量は9，845gと試算された。 2-3月に比べて 5月頃にはユー

レイボヤの付着量は減少している可能性(漁業者からの聞き取り)もあることから、パールネット 1

連当りのユーレイボヤの最大付着量は、ホタテガイの全重量に近い量であったものと考えられた。

なお、分散時期によるユーレイポヤ付着量の差異については、地区によってかなり差異が見られる

ことから、一概には言えないものの、浮遊幼生の出現数が少なくなり、遅い時期に分散したネットほ

ど付着量が少なくなる傾向があるものと考えられた。しかし、東田沢のように 9月16日に分散した

ネット l連当りの付着量が406g、10月上旬に分散したネットでは5，943gと、早い時期に分散した

ネットへの付着量が少ないというケースも見られた。また、浦田の漁業者も、同様に 9月に分散した
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ネットへの付着量が少ないという話をしており、これについては今後、実証試験等を行うことにより

明らかにする必要がある。

表 1 平成16年度ユーレイポヤ付着量調査
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図4 平成16年度パールネット 1段当りのユーレイポヤ付着量

(2) ユーレイポヤ浮遊幼生調査

① 平成16年度蓬田、久栗坂、野辺地、川内地区におけ

るユーレイボヤ浮遊幼生調査結果

ユーレイボヤの浮遊幼生の出現状況を表2、図5に

示した。

蓬田地区は0-2.7個/トン、久栗坂地区は0-0.6

個/トン、川内地区は0-1.7個/トンの範囲で浮遊

幼生が出現したが、野辺地では全く浮遊幼生が見られ

なかった。
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表2 平成16年度ユーレイポヤ浮遊幼生
調査結果
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平成16年度ユーレイポヤ浮遊幼生調査結果

平成14年度平舘地区における調査結果

青森地方水産業改良普及所が実施した浮遊幼生調査結果を表3、図6に示した。調査は平成14年

9月9日から11月28日にかけて 8回実施し、 Om、10m、20m、3伽nは各層からポンプアップによ

り海水を 1トンづっ採水し、 XX13メッシュのプランクトンネットで採取した。また、

北原式定量ネット(目合XX13)を水深40mから鉛直曳きして採取した。サンプルは10%ホルマリ

ンで固定した後、万能投影機を用いて全長と個体数を測定した。

磯山沖では、水深別に見ると 0-24個体/トンの範囲で浮遊幼生が出現し、 10月下旬-11月上旬

の20m層で最も多かった。また、 0-40mの鉛直曳きでは、 0-6.9個体/トンの範囲で浮遊幼生が

出現し、 9月上旬と11月上旬で多かった。

船岡沖では、水深別に見ると 0-12個体/トンの範囲で浮遊幼生が出現し、 10月下旬の30m層で

多かった。また、 0-40mの鉛直曳きでは、 0-5.6個体/トンの範囲で浮遊幼生が出現し、 10月

口径25cmの

図5

② 

下旬が最も多かった。
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図6 平成14年度平舘地区におけるユーレイポヤ浮遊幼生調査結果

0 、 10、 20、 30mの水深別調査と O~40mの鉛直曳き調査結果との関係を調べたところ、磯山沖、

船岡沖ともに水深別調査結果(各層平均値)と鉛直曳き調査結果との聞には有意な関係 (p<

0.05)は見られなかった(表4、図7)。しかし、実際は表3のとおり、鉛直曳き調査よりも水深

別調査の出現数が多い傾向を示している。これは、鉛直曳き調査の漉水量(底底から表層までの

1.6トン)よりも、水深別調査の漉水量(各層 1トン)の方が多いことが原因と考えられた。水深

別調査の方が実態をより反映していると考えられるため、次年度は採水方法、漉水量について再検

討する必要がある。

表4 平成14年度平舘地区におけるユーレイポヤ浮遊幼生調査結果(水深別と鉛直曳調査結果との関係)

皇錐:里佳/仕ン
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図7 平成14年度平舘地区におけるユーレイポヤ浮遊幼生調査結果(水深別と鉛直曳調査結果との関係)

③ 平成15~16年度野辺地地区における調査結果

青森地方水産業改良普及所が実施した浮遊幼生調査結果を表5、図8に示した。平成 15年度の

調査は平成15年10月1日から11月10日にかけて 4回実施し、 15m層からポンプアップにより海水を

1トン採水し、 XX13メッシュのプランクトンネットで採取した。平成16年度の調査は、平成16年

10月12日から11月11日までの 5回実施し、口径25cmの北原式定量ネット(日合XX13)を鉛直曳き

して採取した。サンプルは10%ホルマリンで固定した後、万能投影機を用いて全長と個体数を測定

し、海水1トン当りの出現数として算出した。

平成15年度は、 O~9個体/トンの範囲で浮遊幼生が出現し、馬門は10月上旬、木明は10月下旬、
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有戸は10月下旬~11月上旬にかけて出現数が多かった。また、平成16年度は O~5個体/トンの範

囲で浮遊幼生が出現し、平成15年度と比較して出現数は少なく、年による変動が見られた。

平成15"'16年度野辺地地区におけるユーレイボヤ浮遊幼生調査結果
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平成15"'16年度野辺地地区のユーレイポヤ浮遊幼生調査結果

水温

浮遊幼生調査期間中の日平均水温の推移を図9-1に示した。

蓬田と野辺地では9月中旬~下旬に大きな水温変動が見られたが、その後4地点とも水温差はほ

とんど見られなくなった。また、 10月下旬から野辺地で水温の低下が見られ、 11月に入ると蓬田>

久栗坂>川内>野辺地の順で水温が低くなる傾向が見られるようになった。
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一般的にユーレイボヤは約20t以上の水温では受精しにくいと言われており、平成14年度の平舘

地区における浮遊幼生出現数(表3、図 6) と水温(図 9-2) との聞にも同様の関係が見られた。

このことから、今回は浮遊幼生が少なかったものの、水温が20t以下になった10月10日以降が最も

付着の危険性が高い時期であったものと考えられた。
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(3) 実証試験

ホタテガイの測定結果及びユーレイボヤ付着量を表6~9 、図1O~13に、軟体部重量の平均値の差

の検定結果を表10に示した。

蓬田地区は、へい死率が14.9~25.9%、異常貝出現率がO~3.3%であり、へい死率がいずれのネッ

トでもやや高かった。殻長は65.1~69.6mm、全重量は24.1 ~30.0 g 、軟体部重量は1O.8~13.旬、軟体

部歩留りは44.0~46.2%の範囲にあった。軟体部重量は10月の通常ネットが有意に高かった。

また、ユーレイボヤ付着量は l連辺りに換算すると o~1.195g であった。時期別に見ると、 9~

10月のネットはほとんどのネットに付着が見られたが、 11月に分散したネットは付着量がOであった。

種類別に見ると、 10月のテンポウの長いネット、 9月に分散したネット、 10月の白いネットの付着が

多かった。

表6 平成16年度付着物対策試験における実証試験結果 (蓬田)

分散 ヰツトの種煩

旦旦
9/23 通常

通常

自ヰツト

10112 テンポウが長い

過密取容

中盲串ツト

1119 通常

生貝 死貝異常員

(.休1(個体】 f・体】

126 40 0 

103 18 0 

119 21 1 

109 25 0 

203 71 0 

105 38 0 

132 25 0 

申告子ガイ測定結果 ユーレイポヤ付着量

へい死事異常貝幽般長金重量歌体' 軟体暢 収容曹度上慮中段下段平均 1連
f蝿 3 車率(lJ4il (mm】 (.】 量量(.】 歩.(%1 (・依1111】 (，l (r) (g) (g) (g) 

24.1 0.0 64.8 25.0 11.3 45.1 18.8 171.0 19.9 48.0 79.8 798.3 

14.9 0.0ω.8 初.0 13.9 462 12.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

15.0 3.3 67.5 26.7 11.8 44.0 14.0 23.4 132.7 71.0 75.7 757.0 

18.7 0.0 65.3 25.5 11.6 45.7 13.4 142.8 121.8 94.4 118.5 1.1・5.3
25.9 0.0 65.1 24.1 10.9 45.1 27.4 13.0 1.0 34.0 16.0 160.0 

2日5.5 0.0 65.3 24.4 10.8 44.3 14.1 8.9 25.3 31.0 21.7 217.3 

15.9 0.0 65.7 25.7 11.8 45.1 15.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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図10-1 実証試験におけるホタテガイへい死率
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野辺地地区は、へい死率が1.1-71.6%、異常貝出現率が0-3.3%であり、テンボウが長いネット

のみで、へい死率が極めて高かった。これは、ネットが海底に着底してしまったためと考えられた。殻

長は55.2-69.8mm、全重量は17.6-33.8g、軟体部重量は7.2-12.7g、軟体部歩留りは37.3-42.1%の

範囲にあった。軟体部重量は10月のテンボウが長いネット、過密収容のネット、中古ネットの 3種類

が有意に低かった。

また、ユーレイボヤ付着量は 1連辺りに換算すると 0-143.7gであった。時期別に見ると、 9-

10月のネットは全てのネットに付着が見られたが、 11月に分散したネットは付着量がOであった。種

類別に見ると、 10月の白ネット、中古ネット、過密収容のネットの付着が多かった。

表7 平成16年度付着物対策試験における実証試験結果 (野辺地)

分散 串ツトの種鳳

且且

ー124 温常

通常

自串ツト

10/13 子ンボウIMIい

温曹収容

中吉本ヲト

11/11 渥常

生貝 死員異常貝

{・偉) (.依】 {・ft)

S9 1 1 

150 5 ・
131 6 0 

33 83 1 

2日57 15 1 

・8 5 1 

131 14 1 

生笠出塁皇豊皇
へい死事異常見出 蔵量 全量量破体. 肢体. 根容曹底上段

f軸) ..(軸) (mm) (.) 重量(.1 参冒(!ωt・依1.1 (，) 

1.1 3.3 68.4 31.2 12.7 39.4 9.0 0.0 

32 0.0 65.9 29.6 11.5調.0 15.5 ω 

4.4 0.0 67.3 30.0 12.6 42.1 13.7 12 

71.6 3.3 552 17.6 72 41.Q 11.6 1.6 

5.5 3.3 642 26.1 9.8 37.3 272 0.0 

4.9 3.3 66.7 2・.4 11.1 37.6 10.3 1.1 

9.7 3.3 69.6 33.8 12.6 37.3 14.5 0.0 

ユーレイポヤ付着量

中眼下車E 平喝 1遺

(，) (，) (，) (，) 

0.5 0.7 0.4 4.0 

lA 3.3 1.8 18.3 

27.5 14.4 14.4 143.7 

0.0 0.0 0.5 5.3 

8.0 11.1 U 63.7 

18.1 12.8 10.9 108.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 
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図11-1 実証試験におけるホタテガイへい死率
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図11-3 実証試験におけるホタテガイ軟体部重
量
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図11-2 実証試験におけるホタテガイ収容密度
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久栗坂地区は、へい死率が4.2~13.2%、異常貝出現率がO~4.0%であり、テンボウが長いネット

のへい死率が最も高かった。殻長は72.9~82.2mm、全重量は44.0~63.l g 、軟体部重量は18.2~29.0g、

軟体部歩留りは41.5~45.9%の範囲にあった。通常ネット、白ネット、過密収容のネットの収容密度

が、それぞれ11.9個体/段、 9.9個体/段、 15.7個体/段であり、分散時に比べてかなり少なくなってお

り、分散後にへい死したものと考えられた。なお、軟体部重量は11月に分散したネットが最も高かっ

たほか、 10月のテンボウが長いネット、過密収容のネット、中古ネットが有意に低かった。

また、ユーレイボヤ付着量は 1連辺りに換算すると o~1 ，940.0g であった。時期別に見ると、 9~

10月のネットは全てのネットに付着が見られたが、 11月に分散したネットは付着量がOであった。種

類別に見ると、 9月の白ネット、過密収容のネット、中古ネットの付着が多かった。

表8 平成16年度付着物対策試験における実証試験結果 (久栗坂)

分散 串ヲトの種煩

且亙
通常

自ヰヲト

ー/17 手ンボウが長い

過密取容

申書ネット

11/18 通常

生員 売買異常貝

【個体1(.休1 (・依}

114 5 0 

93 6 1 

125 19 0 

143 14 1 

130 7 0 

137 10 0 

ホ事手ガイ漏定結果 ユーレイポヤ付錆量

へい死事異常貝出厳轟金量量肢体規 軟体部 収容官度よ慮中股下積平均 H直

f軸1 型車{軸】 (mml (Rl 量量(Rl 歩置f軸) (.依/1置】 (，) (，) (，) (，) (ω 
4.2 0.0 82.0 5噂A 26.2 44.2 11.9 90.0 24.0 0.0 38.0 380.0 

6.1 4.0 79.9 55.2 24.5 44.4 9.9 204.0 326.0 52.0 194.0 1.940.0 

13.2 0.0 73.6 44.2 19.0 43.1 14.4 38.0 0.0 12.0 11.7 166.7 

8.9 3.3 72.9 44.0 18.2 41.5 15.7 226.0 64.0 36.0 108.7 1.086.7 

51 0.0 76.9 50.2 21.3 42.5 13.7 0.0 160.0 120.0 93.3 933.3 

6.8 0.0 82.2 63.1 2・.0 45.・14.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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図12-1 実証試験におけるホタテガイへい死率
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図12-3 実証試験におけるホタテガイ軟体部重
量
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川内地区は、へい死率が0-12.1%、異常貝出現率が0%であり、テンポウが長いネットのみでへ

い死率がやや高かった。テンポウの長いネットは、下から数段に腕長3-4cmのキヒトデが大量に

付着しており、ネットが海底に着底していたものと考えられた。殻長は66.6-74.2mm、全重量は31.8

-42.1 g、軟体部重量はl1.9-16.2g、軟体部歩留りは37.1-41.2%であった。軟体部重量は10月の過密

収容のネットと11月に分散したネットが有意に低かった。

また、ユーレイボヤ付着量は 1連辺りに換算すると 0-46.7gであり、テンボウが長いネットのみ

で付着がやや見られた。

表9 平成16年度付着物対策試験における実証試験結果(川内)

ホ聖子ガイ測定結果 ユーレイボヤ付情量

分散 ネットの種橿 生貝 死 貝 異 常 貝 へ い 死 事 異 常貝出偉長室重量破体' 肢体. 41..底上慮中殿下殿亭淘 1遭

.!li! i畳盆u鍾隼u畳盤l i錘] JI豊【軸LJmml w 重量1&2 室直i軸u畳盤~ (，l (gl (gl (gl 

通常 146 。 0.0 0.0 14.2 42.1 16.2 38.4 14.6 。且 0.0 0.0 。且 0.0 

自ネット 140 。 0.0 0.0 11.8 3・5 15.2 38.4 14.0 。.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

10/8 子ンポウ1ft憂い 116 16 12.1 0.0 11.0 38.9 15.2 39.1 13.2 。a 0.0 14.0 4.1 46.7 

過密根容 248 。 0.0 。.0 66.8 31.8 11.8 31.4 24B 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

中古串ット 147 0.0 。.0 71.3 2・2 16.2 41.2 14.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

11/19 通常 130 0.0 0.0 69.4 36.9 13.7 31.1 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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図13ー1 実証試験におけるホタテガイへい死率
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図13-3 実証試験におけるホタテガイ軟体部重
量
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前述のとおり、平成16年春は東田沢で5，943g、浦田で5，153g、蟹田で3，800g、野辺地で3，767gと

各地域で大量の付着が見られたが、平成17年春はかなり少ない付着量であった。これは、平成16年秋

のユーレイボヤ浮遊幼生数が O~2.7個/トンと少なかったためと考えられた。

時期別に見ると、どの地区でも 9~10月に分散したネットには付着が見られたが、 11月に分散した

ネットには付着が見られなかった。平成16年春の調査でも同様の傾向が見られたことから、ユーレイ

ボヤの付着を回避するためには、浮遊幼生が少なくなる遅い時期に分散すべきものと考えられた。な

お、野辺地地区では、 10月に分散したネットより 9月に分散したネットの付着が少なかった。これに

ついては、前述のとおり平成16年春の平内地区の調査で同様のケースが見られたことから、今後さら

にキ食討が必要で、ある。

また、 「ホタテを多く入れたネットにユーレイボヤが付着しにくい。使い古しのネットには付着し

やすい。」という漁業者情報があったことから、ホタテガイを過密収容したネットと中古のネットの

試験区を設定したが、明瞭な差は見られなかった。さらに、ユーレイボヤはネット内部等の暗い部分

に付着しやすいことから、白い網地のネットを試作したほか、水深別の付着状況を調べるためにテン

ボウの長いネットも設置したが、同様に明瞭な差は見られなかった。

これらの結果については、来年度以降も実証試験を継続することにより検証していく必要がある。

表10 実証試験における軟体部重量の平均値の差の検定結果

10月 11月

白ネット 通常 テンポウが長い 過密収容 中古ネット 通常

華回 9月 通常

自ネット
通常 ** 

10月テンポウが長い

過密収容 ** 
中古ネット ** 

11月通常 判~*

10月

白ネット 通常 ナンポ2が長い 過密収容 中古ネット
野辺地 9月 通常

自ネット
通常

10月テンポウが長い *キ ** 
過密収容 ** ** ** 
中古ネット * ホ* ホ*

11月通常 *本 キ*

10月 11 FI 
通常 テンポウが長い 過密収容 中古ネット 通常

久栗坂 自ネット
通常

9月 テンポウが長い キ*

過密収容 本* ** 
中古ネット * キキ

11月通常 牢* * *司ド キ*

10月

通常 ナンポウが長い 過密収容 中吉本ット
川肉 自ネット

通常

10月テンポウが長い

過密収容 ** *キ

中古ネット
11月通常

ー-

*ホ * *キ

紳はP<O.01で有意差あり

*1まPく0.05で有意差あり
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